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1．緒言 

10％前後の範囲で重量負荷を増減したバ

ットを用いたウォームアップは，通常使用す

るバットでのスイングスピードを即時的に

向上させることが示されている．しかしこれ

は即時的な効果を示したものであり，長期ト

レーニングの効果について言及している研

究は少ない．長期的にそのバットを用いてト

レーニングを行うことでスイングスピード

は向上するのかという疑問から，本研究を行

うこととした． 
本研究の目的は，野球の打撃動作における

マスコットバットを用いた長期トレーニン

グが打撃動作に及ぼす影響を検討し，今後の

野球の指導にフィードバックすることであ

る． 

2．研究方法 

 被験者は本学硬式野球部員 20 名であった．

実験はトレーニング効果をみるために 2 度お

こなった．被験者にマスコットバット

(84cm/1000g)で 2 週間トレーニングをおこな

わせ，その前後にトスネットに向かって通常の

打撃をおこなわせ，3 次元動作分析をおこなっ

た．本実験で算出した項目は打球及びバットの

ヘッドスピード，上胴角度・重心速度，重心移

動距離であった． 
3．結果 

 トレーニング後には前に比べて打球スピー

ドおよびバットのヘッドスピードは増加して

いたが有意な差がみられなかった．上胴角度お

よび重心速度は値の変化はなかったが始動が

遅くなっていた．重心移動距離は有意に大きく

なり，投手方向への突っ込みがみられた． 

 

 

4．考察 

多くの被験者において，重心速度の動き出

しが遅くなっていた．また，上胴角度におい

てもヘッドスピードが大きくなり始めるの

が遅く，動き出しが遅くなっていた．動き出

しが遅くなっている為にボールを長く見る

ことができ，ミートする確率が向上すると考

えられる．これらのことから，マスコットバ

ットによるトレーニングにはスイングスピ

ードを速くするといった効果ではなく，ミー

ト率の向上に対する効果はあるのではない

かと考えられる．しかし，トレーニングごに

は重心移動距離が大きくなっていた．トス打

撃での試技だった為にインパクト時に大き

な影響は無かったと考えられるが，実際に投

手に対する場面では影響があると考えられ

る．その為，マスコットバットを用いたトレ

ーニングを行うときには重心移動距離(投手

方向への突っ込み)を小さくすることを意識

することで，ミート率を低下させずにトレー

ニング効果を高めることができるだろう． 
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